
木造住宅耐震改修事業補助の流れ（概略）

真庭市 申請者（建築物の所有者） 工務店　など

◆補助対象住宅の要件

①昭和56年5月31日以前の住宅 1.耐震診断・補強計画

②2階建て以下の木造住宅

③耐震補強の必要がある住宅 2.事前相談※１

3.見積書の作成依頼※２

6.申請書の受付・審査※3 5.申請書の作成・提出 4.見積書の作成

7.交付決定通知の送付 8.交付決定通知の受理

9.工事請負業者と契約※4 10.補強工事の開始※5

12.中間検査申請書の提出 11.中間検査に関する補強工事

完了後確認できなくなる箇所（筋違いなど）

13.中間検査の実施 14.仕上げ工事の実施※6

16.完了届の提出 15.補強工事の完了

17.完了検査の実施 18.補強工事代金の支払※7

20.実績報告書の受付・審査 19.実績報告書の提出※8

21.補助金の確定・通知 22.交付確定通知書の受理

23.補助金の請求

24.補助金の振込 25.補助金の受領

※１…必ず、事前にご相談ください。

※２…見積書の作成は、工事施工業者等に依頼してください。

※３…審査には、必要書類が全て揃ってから多少時間を要しますので、あらかじめご了承ください。

※４…交付決定通知書を受領した後に、契約や工事を行ってください。

　　　それより前に契約や工事を行った場合は補助金が受けられなくなります。

※５…工事内容（補強内容・金額等）の変更など、当初の計画に変更が生じる場合には、その工事に入る前に変更

　　　の申請が必要です。（変更申請をされない場合、補助金が受けられなくなります。）

※６…中間検査を行う前に、仕上げ工事をした場合には、補助金が受けられなくなります。

※７…領主書の写しをご用意ください。

※８…工事が終了して２０日以内に提出してください。（最終期限：毎年度３月末日）


